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最近経験した回盲部細網肉腫の一例について
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腸管l乙肉腫が発生することは甚だ稀であるといわ 生がみられ，淋巴腺も本来の構造を失い，同様の細
れているが，最近回腸末端部に原発せる細網肉腫の 胞で占められる。したがって回腸末端の粘膜部の淋 
1例を経験したので報告する。 巴装置より由来せる，所謂細網肉腫と考えられる。
症例: 46才，♀，主婦。 考案: 腸肉腫については 1861年 Wallenbergが
主訴: 回盲部腫癌。 初めて報告して以来，内外諸家の報告があるが，癌
現病歴:約  3週間前より下腹部に軽度の悲痛を 腫に比べると甚だ稀なもので， Staemmler によれ
覚え， 4目前より疹痛強度となり，幅吐も起るよう ぱ，腸癌と腸肉腫の比は，臨床例で 100:1，剖検例
になり，右下腹部腫癌に気付いた。 で 16:1であり，一般に癌腫は大腸に，肉腫は小腸
入院時所見:栄養やや不良，胸部著変なく，体 に多発する。また腸肉腫は小腸中回腸に最も多く，
表淋巴腺の腫脹はふれない。腹部は全般に平坦，軟 次は回盲部，空腸の順で，回腸ではその末端部に発
で，嬬動不穏なえ，腸雑音も正常，回盲部に約超手 生するものが多いと.される。本例もまた回腸末端部
拳大の腫癌をふれる。境界は比較的明瞭で弾性硬， に発生している。年令については青壮年に多いとさ
表面やや凹凸，皮膚との癒着なし，圧痛著明で，体 れ，性別では男性に多いといわれる。本例は 46才
温 36.5，_38.50Cの弛張熱，赤血球数 346万，白血球 の女性であった。また小腸肉腫の分類別頻度は細網
数 12000，血色素 11.0gjdl，以上の所見から虫垂炎 肉腫が最も多く，次で滑平筋腫，淋巴肉腫の順で，
性腫癌を疑い，昭和 40年 8月 17日開腹した。 赤崎は細網肉腫を議生部位より，淋巴性細網肉腫，
手術所見: 右芳直腹筋切聞にて開腹，腹水なく， 骨髄性細網肉腫，その他の臓器の組織球から発生す
盲腸，虫垂は正常で，回腸末端を中心に腸間膜にか る細網肉腫と分けているが，淋巴性のものが多く，
けて，全体として超手拳大の腫癌があり，弾性硬， 本例もそれに属する。田中によると細網肉腫は播種
表面凹凸，さらに回腸，上行結腸の腸間膜淋巴腺は 性転移は少ないが，腸間膜淋巴腺への転移率は 60%
硬く，多数腫脹していた。よって結腸右半切除術を で，滑平筋肉腫の 33%に比すと高率で，一般に予
施行した。 後は不良とされている。症状としては特有な症状は
切除標本の肉眼的所見: 回腸末端部に全周にお なく，腹痛，腫癌，腸狭窄，腸重積などがみられる
よぷ超手拳大の腫癌を形成，特に腸間膜附着部は肥 が，術前診断は困難とされている。本例も回盲部に
厚し，腸間膜に多数の淋巴腺が栂指頭大に腫脹，回 有痛性の腫癌があり，発熱，白血球増多を伴い，レ
腸内腔は潰壌を形成レ，腫癌縁は隆起して，正常回 線検査を施行しなかったためもあるが，虫垂炎性腫
腸との境界は明瞭，割面では灰白髄様を呈し，一部 癌を疑って手術を施行し，病理組織学的に診断が確
に壊死および出血巣がみられ疑膜への浸潤像も著明 立したものである。
である。 結語:最近経験した回腸末端部細網肉腫の  1例一
組織学的所見: 円形乃至多角形の小細胞が禰漫 を報告し，併せて若干の文献的考察を加えた。
性 l乙増殖して，細胞相互は線維性結合織と密接な関 終りに臨み成田赤十字病院長渡辺博士ならびに外
係を示じている。核の染色性は種々で，核小体を認 科部長田沢博士をはじめ諸先生方および病理め川上
め，鍍銀法では細胞は格子状線維に附着する像で増 博士の御校聞を深謝する。
